








































芸術の中枢としての音楽について、マラルメを師 仰ぐクロード ・ ドビュッシーの〝無〟の意識、 また虚無と東洋性で繋がるジョルジュ ブラック、パウル・クレーの絵画と音楽 共鳴、およびジャン・ポーランの詩学を探索した。さらに世紀末の両義性を生きたオーギュスト・ロダンが注目する日本の自然観を考察した。
第三部「芸術表現の交流」では、現代へ論を進め、印象派・象










西近現代の芸術文化に対し、岡倉天心を精神の父とする九鬼周造の時間論、 芸術ジャンルの解明と日本芸術の 「無限」 を確認した。続いてフェノロサの遺作『漢字考』に「思想絵画」として 漢字 ・詩を、次いでエズラ・パウンドとウィリアム・バトラー・イェイツによって価値が明るみに出された遺稿「能楽論」に、日本 自然観に根差す〝無〟を認め、美術運動と支えあう文学認識を見出した。それは象徴性を基軸とし バルトにポール ・ クローデルに、抽象芸術に繋がる。こうして芸術ジャン の総合によって、響きあい現代に向かう東西文化 交錯をたどった。
15
子龍はマチスに共感して書と抽象芸術に〝東西の大空に架かる





















にした。そこからほんの一歩進んだだけかもしれない。フェノロサは旅先の心臓発作による五五歳での急逝が惜しま たが、マラルメも五六歳で咽頭痙攣のため急死した。今ならもっと長生きできただろうことはともかく、おこがましいが我が身を振り返って恥ずかしくなる。おこがましさといえば拙著全体にそれは満ちている。し それ 、歴史的考証と理論的構築 間を縫う文芸学の立場にも由来すると受け取ってもらえれば幾分救われる。すべてが「協力」である「研究」の営みのな で、ささやかな役割を果たすことができればと願う。
（神戸松蔭女子学院大学文学部教授）
図1 「マラルメ嬢の扇」
図2 「グラヴォレ夫人への扇」
